
地域運動部活動推進事業報告 

 

                        埼玉県教育局県立学校部保健体育課 

 

１ 概要  生徒にとって望ましい持続可能な部活動と学校の働き方改革の実現に向けて、     

埼玉県白岡市において、休日の部活動の段階的な地域移行の推進に関する実践     

研究を実施し、研究成果を普及することで、休日の地域部活動や合理的で効率的

な部活動の展開を図る。 

 

２ 取組の成果と課題 

 ⑴ 庁内での情報共有 

   本県では、令和２年９月１日文部科学省事務連絡「学校の働き方改革を踏まえた部活

動改革」について、庁内各課で対応してきたが、地域部活動の流れを受け、関係課にお

いて意見交換会を実施した。関係課は以下のとおりである。 

・保健体育課 義務教育指導課 高校教育指導課…部活動全般 

・小中学校人事課 県立学校人事課…教職員の兼職兼業等 

・スポーツ振興課 文化振興課 文化資源課 生涯学習推進課…地域部活動 

     当課からは、地域部活動の実践研究を行っている白岡市の現地視察報告をもとに   

意見交換会を実施したことで、各課の現状での情報と課題を共有することができた。 

   

 ⑵ 県内市町村へ訪問し、部活動指導員の活用と地域部活動について情報提供 

   当課の担当が部活動指導員の配置を検討している県内４市町を直接訪問し、意見交

換等実施した。併せて地域運動部活動についても資料を提供し、令和５年度以降の休日

の段階的な地域移行に向けて、白岡市の実践研究の経過を含めながら説明した。 

 

 ⑶ 県内市町村教育委員会を対象とした白岡市の成果発表と説明会を実施予定 

   令和３年度内に、今年度実践研究を行った白岡市の成果発表と、令和５年度から始ま 

  る「休日の部活動の段階的な地域移行」に向けて説明会を実施する。地域部活動につい

て、学校や地域、生徒、保護者への周知理解、大会の在り方について、受皿となる団体

の確保、受益者負担、教職員の兼職兼業等の課題について、白岡市の報告を踏まえなが

ら共有していく必要がある。 

 

 ⑷ 有識者会議での指導・助言 

   白岡市教育委員会主催の有識者会議に県として２回出席し、オブザーバーとしての

役割を果たした。例えば、活動時間や活動日数についての質問があった際には、ガイド

ラインの趣旨の一つは、成長期である生徒の運動と休養のバランスを踏まえ、過度の練

習につながらないようにすることが大切であることを伝え、国や県のガイドラインに

準じた活動をお願いした。 



 ⑸ 白岡市への現地視察（別添 現地視察報告） 

   令和３年１１月から活動を開始した白岡市地域部活動の現地視察を実施し、県と市

で現状の課題等の共通認識を図った。 

  ア 日時       令和３年１１月２７日（土）９：００～１２：００ 

  イ 場所       白岡市立南中学校 

  ウ 活動地域部活動  野球部、女子ソフトテニス部、吹奏楽部 

   地域部活動の指導者は、以前からボランティア指導員として関わっていた外部指導 

  者と、顧問教員による兼職兼業であった。そのため、生徒にとっては指導者が同じであ  

  るため、普段の部活動との違いはない様子であった。一方で、顧問教員の兼職兼業は、 

  働き方改革につながっていないという意見もある。 

   

３ 今後に向けて 

   令和５年度から始まる「休日の段階的な地域移行」に向けて、実践研究を行っている 

  白岡市教育委員会とは、連携を密に行ってきた。今年度の白岡市の実践研究が、他の市 

  町村教育委員会の関心を高め、刺激を与えており、数件の問合せを受けている。市町村  

  が課題としていることとして、人材の確保が挙げられている。その他、事業を実施して  

  いく上で生じる課題も多いが、県として白岡市や他県の好事例を他の市町村と共有し、 

  今後も国の動向を踏まえ検討を重ねていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


